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　第 1 講と第 2 講では、「EU とは何か／EU の独




















　EU は、2015 年の時点でヨーロッパの 28 の国家
が加盟する連合体であることは、知られている通
りである。またその人口・経済規模でアメリカ合
衆国の 1.5 倍ないし 1.1 倍であり、日本と比較する
とそれぞれ 4 倍と 3 倍となり、世界でトップの経
済力を有する。そして本書のいわば結論にあたる

















取っていることに対して 2007 年当時の M. モン
ティEC 委員が規制し欧州裁判所も支持した事件な
どを背景に、一部に「規制帝国主義（ウォール・
ストリート・ジャーナル紙 2007 年 10 月 26 日）」
と批判するような出来事があったことは記憶に新










































































「ヨーロッパ会社 SE」という EU 独自の企業形態


































































































































年）の「男女別にみた年齢別（20 歳から 65 歳未






低下するパターンで、欧州の例では 30 代から 40
代半ば、日本の場合は 20 代後半から 30 代前半に
見られる）、③右肩上がり型（20 代の若年期にお
いて就業率が低く、30 代から 40 代で上昇して 50
代でピークとなる旧東欧諸国で多く見られるパター
ン）、④逆Ｕ字型（男女ともに 20 代の若年期と 50




























拡大へと進む現状の中で、2009 年 10 月に発覚し
たギリシャ財政赤字の粉飾問題に端を発した「欧
州ソブリン危機（国債・国の借金をめぐる問題）」
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